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自己相関解析による東北日本沈み込み帯の地震波速度不連続面の検出

Detection of velocity discontinuities beneath northeastern Japan
subduction zone revealed from autocorrelation analysis
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沈み込み帯における顕著な地震波速度不連続面としてプレート境界や陸側および海洋プレートの
モホ面がある．東北日本弧におけるこれらの不連続面について,自然地震や人工地震探査に基づ
き様々な研究が行われている．一方，近年地震波干渉法が地下探査手法として注目されている．
この手法では，地中を伝播している数多くの波動場を１点（あるいは２点）で観測し，自己相関
（あるいは相互相関）処理を行い足し合わせることにより，観測点間の波動伝播に対するグリー
ン関数を推定する．本研究では自己相関解析に基づく地震波干渉法を東北日本沈み込み帯に設置
された自己浮上式の海底地震計や陸上の高感度地震観測網で得られた地震記録に対して適用し，
東北日本沈み込み帯下の地震波速度不連続面の検出を試みる．
 データには，東京大学，東北大学および北海道大学が共同で宮城沖および三陸沖に設置した自
己浮上式の長期型海底地震計（固有周期１Hz）と防災科学技術研究所の高感度地震観測網Hi-net
で得られた連続波形記録を用いた．各観測点の連続波形記録に対してバンドパスフィルタ処理
（0.5-2 Hz）を施したのち，振幅の1bit化を行い120秒間の自己相関関数を求めた．さらに得られ
た自己相関関数に対して1日間（1440トレース）の重合処理を行い1日分の自己相関記録とし
て，300日間の自己相関記録を求めた．
 得られた自己相関記録には，いくつかの顕著な位相が見られた．これらの位相は解析期間で共
通に見られることから，観測点直下の速度不連続面に起因する位相である可能性が高い．これら
の位相を空間にランダムに存在する波源からP波として観測点にほぼ鉛直に入射して地表で反射
し，且つ地下の地震波速度不連続面で再び反射したPxP波と仮定して，反射面の深度を求めてプ
レート境界面やモホ面の位置と比較した．その結果，いくつかの位相はプレート境界や陸側のモ
ホ面の分布とほぼ一致した．すなわち，自己相関解析による地震波不連続面の検出方法の妥当性
を示すことができた．一方，いくつかの位相についはプレート境界やモホ面などのよく知られた
地震波不連続面とは一致しない．今後これらの位相の生成原因について検討を行う必要がある．
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